
歌
の
周
辺

平
成
２
年
の
作
。
こ
の
と
き
私
は
49
歳
で
あ
っ
た
。
綺
麗
な
花
を
咲
か

せ
て
い
る
木
槿
を
見
て
、
こ
の
木
は
毎
年
花
を
咲
か
せ
て
い
る
が
、
あ

と
何
年
ぐ
ら
い
生
き
る
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
思
い
が
胸
を
過よ

ぎ
っ
た
。

そ
し
て
、
中
年
の
自
分
は
あ
と
何
年
ぐ
ら
い
生
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
思

っ
た
。
こ
の
歌
の
直
ぐ
前
に
「
不
老
不
死
は
虹
の
や
う
な
も
の
ロ
シ
ア

女
帝
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
も
買
へ
ざ
り
し
も
の
」
の
歌
が
あ
る
。
か
つ
て
読

ん
だ
井
上
靖
の
長
編
小
説
『
お
ろ
し
や
国
酔
夢
譚
』
で
女
帝
エ
カ
テ
リ

ー
ナ
の
繁
栄
ぶ
り
を
知
り
、
し
か
し
そ
れ
で
も
彼
女
は
不
老
長
寿
で
は

な
か
っ
た
こ
と
が
記
憶
に
残
り
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
木
槿
の
花
を

見
た
時
、
こ
の
歌
が
誕
生
し
た
。�

（
高
野
公
彦
）



【
鑑
賞
】「
水
行
」
で
は
、
こ
の
歌
の
前
に
若
さ
や
老

い
を
テ
ー
マ
に
し
た
数
首
が
あ
る
の
で
、「
底
紅
」

の
言
葉
か
ら
は
単
な
る
木
槿
の
品
種
で
は
な
く
、
所

謂
「
紅
顔
の
美
少
年
」
と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ
る

「
若
さ
」
が
連
想
さ
れ
る
。
下
句
、「
何
十
年
前
」
で

は
な
く
「
何
千
日
ま
へ
」
と
、
単
位
に
「
日
」
を
使

っ
た
表
現
に
よ
り
、
い
っ
そ
う
具
体
的
に
死
と
い
う

も
の
が
読
者
の
心
に
迫
っ
て
く
る
。�

（
才
野
　
洋
）

高
野
公
彦
う
た
紀
行
・
52

底
紅
の
む
く
げ
清す

が

し
と
見
て
過
ぎ
ぬ
死
よ
り

何
千
日
ま
へ
の
私
か

―
『
水
行
』

（
写
真
・
木
畑
紀
子
）



ふるさとコレクション―223
永納山城跡（愛媛県西条市）
　西条市西部の海に近い小高い山に永

えい

納
のう

山
さん

城
じよう

跡
あと

と言う史跡がある。
長い間気付かれずに埋もれていたが、現地で発生した火災が発見の
きっかけとなり昭和52年に発掘調査が始まった。現在は道も整備
され見学可能だがまだまだ不明確な部分があるらしい。
　飛鳥時代に百済の援軍として参戦した白村江の戦いで大敗し、
唐・新羅の侵略を恐れて九州北部、瀬戸内海沿岸に築かれた古代山
城のひとつである。
　標高100メートル余りの永納山に登れば1300年以上前の「列石」
「土塁」がそのまま残っている。眼下に広がる海、山、平野の姿は
飛鳥時代と何ら変わらないのではないかと思うと、当時の兵の足音
が細い山道から聞こえるような気がした。見張りの兵が昼夜見つめ
ていたであろう来島海峡には、今は来島大橋が架かる。
� （写真・解説：豊田　桂子）
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